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古

文

書

を

見

て

も

初

め

は

何

が

書

か

れ

て

い

る

の

か

ほ

と

ん

ど

分

か

ら

な

い

。

従

っ

て

分

か

ら

ず

に

手

に

入

れ

る

の

だ

が

、

特

に

現

代

使

わ

れ

て

い

な

い

言

葉

が

あ

る

と

た

と

え

文

字

が

読

め

て

も

理

解

不

能

で

あ

る

。

こ

こ

に

｢

餌

指

証

文

｣

と

い

う

古

文

書

が

あ

る

。

こ

の

｢

餌

｣

と

い

う

字

が

読

め

な

か

っ

た

の

で

あ

る

が

、

｢

餌

指

（

え

さ

し

）

｣

と

い

う

言

葉

も

知

ら

な

か

っ

た

た

め

皆

目

見

当

も

つ

か

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

古

文

書

に

関

す

る

書

物

の

な

か

に

｢

餌

指

｣

と

い

う

言

葉

を

見

つ

け

た

と

き

は

眼

前

の

霧

が

晴

れ

る

思

い

で

あ

っ

た

。

 

 
｢

餌

指

｣

と

い

う

の

は

鷹

狩

り

の

鷹

の

餌

を

集

め

る

職

業

で

鷹

匠

と

と

も

に

幕

府

将

軍

に

仕

え

る

職

業

で

あ

る

。

東

京

の

神

田

付

近

に

か

つ

て

鷹

匠

や

餌

指

が

住

む

鷹

匠

町

と

餌

指

町

が

あ

っ

た

が

、

元

禄

六

年

に

生

類

憐

み

の

令

で

殺

生

を

禁

止

し

た

五

代

将

軍

綱

吉

に

よ

り

い

ず

れ

も

町

名

を

変

え

ら

れ

て

し

ま

っ

た

。

 

八

代

将

軍

吉

宗

は

鷹

将

軍

と

い

わ

れ

る

よ

う

に

鷹

狩

り

を

復

活

さ

せ

た

。

そ

れ

に

伴

っ

て

こ

れ

ら

職

業

も

元

に

戻

っ

た

が

町

名

は

戻

ら

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

江

戸

の

鷹

匠

町

の

今

は

神

田

小

川

町

で

あ

る

。

神

田

小

川

町

の

靖

国

通

り

に

こ

の

案

内

板

が

立

て

て

あ

る

。

地

方

に

は

ま

だ

鷹

匠

町

の

名

は

残

っ

て

い

る

が

餌

指

町

は

見

当

た

ら

な

い

。

｢

餌

指

証

文

｣

は

職

業

認

定

（

ラ

イ

セ

ン

ス

）

申

請

の

た

め

の

誓

約

書

と

で

も

い

え

よ

う

。

 

      

餌

指

証

文

之

控

帳
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餌

指

証

文

之

控

帳

 

 

証

文

之

事

 

一

此

誰

と

申

者

生

国

能

存

慥

成

者

ニ

御

座

候

ニ

付

、

私

請

人

 

罷

立

貴

殿

御

預

り

之

御

焼

印

札

壱

枚

慥

ニ

預

り

 

申

所

実

正

也

 

一

脇

差

之

儀

前

々

ゟ

御

停

止

ニ

被

仰

付

候

得

共

、

別

而

 

此

度

脇

差

之

儀

急

渡

御

停

止

ニ

被

仰

付

候

、

 

若

シ

此

以

後

脇

差

さ

し

候

は

ゞ

何

様

之

曲

事

ニ

も

 

可

被

仰

付

候

 

一

御

鷹

之

鳥

、

靏

白

鳥

雁

鴨

之

類

、

鶄

 

 

川

鷹

鶉

雲

雀

水

引

鴇

鷺

之

類

、

一

切

手

懸

申

間

敷

候

、

并

鵜

鷹

□

は

四

月

朔

日

よ

り

七

月

晦

日

迄

可

取

之

、

八

月

朔

日

よ

り

御

鷹

之

鳥

張

申

間

敷

候

、

於

勿

論

御

奉

場

ニ

雉

子

一

切

取

申

間

敷

候

 

 

餌

指

証

文

之

控

帳

 

 

 

（

中

間

省

略

）

 

 

右

の

趣

以

書

付

を

被

仰

渡

候

通

急

渡

相

守

可

申

候

、

若

一

ケ

條

た

り

共

於

相

背

ハ

当

人

ハ

勿

論

請

人

共

ニ

□

□

迄

も

申

上

、

 

 

何

様

之

越

度

ニ

も

被

仰

付

候

共

其

節

 

一

云

之

儀

申

間

敷

候

、

為

後

日

證

文

仍

如

件

 

何

国

何

郡

何

村

 

御

焼

印

預

り

□

 
年

号

月

日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

誰

印

 

請

人

誰

印

 

和

泉

屋

 

半

九

郎

殿
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享

保

元

年

八

月

、

吉

宗

は

綱

吉

の

生

類

憐

み

の

令

に

よ

り

廃

止

さ

れ

て

い

た

鷹

狩

の

制

度

を

復

活

し

た

、

最

も

大

規

模

な

る

も

の

と

し

て

享

保

十

一

年

三

月

廿

七

日

の

下

総

国

小

金

原

の

御

狩

が

あ

っ

た

。

 

 

一

廿

七

日

、

小

金

御

狩

江

被

為

成

、

廿

六

日

之

夜

子

之

中

刻

出

御

、

廿

七

 

日

之

夜

戌

之

下

刻

還

御

天

気

吉

 

一

御

獲

物

鹿

四

百

七

十

余

、

猪

十

二

、

狼

一

 

一

御

手

人

数

弐

千

人

程

、

但

御

番

衆

并

諸

組

與

力

同

心

共

百

姓

勢

子

三

萬

 

八

千

人

程

 

一

落

馬

之

面

々

数

相

知

不

申

候

、

但

怪

我

人

も

少

々

有

之

、

併

左

程

之

事

 

に

而

無

之

候

、

但

絶

人

等

之

者

も

有

之

候

得

と

も

、

早

速

正

気

付

、

即

 

死

之

類

者

一

人

も

無

御

座

候

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

享

保

通

鑑

）

 

 

鷹

狩

が

頻

繁

に

行

わ

れ

ば

、

百

姓

等

の

お

お

き

な

辛

苦

と

な

っ

た

。

そ

れ

で

吉

宗

は

享

保

三

年

七

月

 

 

一

御

鷹

御

用

に

付

、

在

郷

之

御

鷹

匠

罷

越

節

、

御

用

之

人

夫

差

出

し

候

外

 

は

、

諸

入

用

面

々

自

分

払

に

致

候

筈

に

候

間

、

飲

料

油

薪

等

は

不

及

言

 

当

分

之

軽

き

事

共

迄

も

、

少

し

も

馳

走

が

ま

し

き

儀

致

間

敷

候

 

（

御

触

書

寛

保

集

成

）
 

 

と

の

触

れ

を

出

し

た

が

、

あ

ま

り

彼

等

の

負

担

を

軽

減

す

る

に

は

至

ら

な

か

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

当

時

の

落

書

に

「

上

の

御

数

寄

な

物

、

御

鷹

野

 

と

下

の

難

義

」

（

享

保

世

話

）

と

み

え

て

い

る

。

 

   

鷹

狩

り

は

鹿

や

猪

の

よ

う

な

大

き

な

動

物

の

狩

り

も

行

わ

れ

る

の

で

単

に

御

狩

と

呼

ば

れ

た

り

、

鷹

野

、

鹿

狩

り

、

牧

狩

り

と

も

い

う

。

下

図

は

新

補

倭

年

代

皇

紀

絵

章

と

い

う

版

本

の

挿

絵

で

「

こ

が

ね

ば

ら

 

御

ま

き

が

り

」

と

書

き

込

ま

れ

て

い

る

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

         


